
参加レポート

AI博覧会 Fukuoka 2026
で見てきたこと

ロボットの展示会ではなく、
「AIを導入したい会社」向けの出展の場でした。

株式会社AIのアサヒ屋 三宅 耕平
asahiya-ai.com
2026年10月

12回
カンファレンスに参加
（計8時間）

約30
ブースを確認

2日間
9/30・10/1 の
両日とも参加（福岡）

https://asahiya-ai.com/
https://asahiya-ai.com/
https://asahiya-ai.com/


三宅の所感

会場の空気

予想と違ったこと

• ロボットではなく、AI導入企業の出展が
ほとんど

• 既存のソフト会社が、自社のシステムに
AI を付け足す提案が多い（企業としては
仕方ないとも感じた）

さすがだと思ったこと

• プレゼン・売り込み方・資料作り

• 営業マンのセールス力

気になったこと

出展企業の側

• 自社のシステムありきの売り込み。お客の課題解決より、自社製
品の説明が多かった

• 少し過大なセールストークもあった

• 営業マン中心のブースで、実際の使い方・操作の実演はほとんど
なかった

来場者の側

• AIの知見が少ない方が多く、話題も少し古い。ネガティブな声も

• 経営者同士の会話で、認識が甘い話も結構あった

• 多くの経営者が「無料・自己流」で進めようとしていて危うい

三宅の現地メモより
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会場の様子

どんなブースがあったか

議事録アプリ 経営分析 名刺管理 AIエージェント作成 企業訪問型 AI研修

オンライン AI研修 freee会計 弥生会計 データ管理 セキュリティ

製造AI コールセンターAI 人事労務AI など

多かったのは「AI研修」と「アプリ制作」の会社

コンパニオンの女性を雇うなど、各社かなり力を入れて集客していました。

オレンジ＝特に多かった分野（三宅の現地メモより）
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お金の話

ブースで聞いた「相場観」

アプリ開発 最低 30万円 〜 最高 1,500万円

簡易的なアプリでも、やはり多少高いイメージ

AI導入研修 オンライン 30万円〜 ／ 企業訪問 50万円〜

いずれも 1人あたりの単価

保守・メンテナンス 最低 5万円。平均は 15万〜20万円

「AI導入費用」として請求する会社も多かった

助成金・補助金の提案まで「できる会社」と「できない会社」に、はっきり分かれていました。

※三宅がブースで聞いた範囲の目安。会社・内容で大きく変わります
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カンファレンスから

講演で聞いた、押さえておきたい3つ

1

使う会社は9割。
成果が出たのは6%

入れるだけでは成果は出ない。
壁は「何に使うか（使い道）」と
「使いこなす人（使い手）」

McKinsey 調査（SIGNATE 講演）

2

ルールを決めないと
「シャドウAI」に

会社がAIのルールを決めないと、
社員が個人のAIを勝手に使い、
社外秘が外に出るリスク

TIMEWELL 講演ほか

3

いきなり全社導入は
混乱のもと

準備なしで全社に入れると、
現場が混乱して
結局使われなくなるパターン

講演より
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これから

売上の1〜2%を、AIに。
そう考える会社が増えていく、という講演もありました。私も、それくらい必要になると考えています。

まず手をつけるのは「データを残す」こと

音声

打ち合わせ・電話の録
音

議事録

会議で決まったこと

チャット

Slack など社内チーム
のやりとり

商品データ

パソコンの中の台帳・
Excel

社内のデータを、いつでも管理できる状態にしておく。
AIは入れ替えられる。残したデータは、会社の資産として積み上がる。

株式会社AIのアサヒ屋 三宅 耕平｜asahiya-ai.com
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まとめ

出展されていたAIは、アサヒ屋でほとんど対応できます

議事録アプリ 経営分析 名刺アプリ AIエージェント 企業研修 セキュリティ データ管理 人事労務 など

その中で「面白い！」と思ったもの

1 AI営業電話

少し難しいけれど、アサヒ屋で挑戦したい

AIの音声でお客様に電話をかけ、
営業のアポイントを取る。

2 AI面接

情報共有：出展していた会社のご紹介

AIのキャラクターが一次面接を行う。
24時間365日、応募者に対応でき、
面接の時間を取る必要がない。

AI面接は、アサヒ屋では現状対応できないため、出展されていた会社をご紹介します：株式会社AINO「MIRAI」（対話型AI面接官）
https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000002.000182459.html
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株式会社AIのアサヒ屋から

人手不足の解消を、SNS運用のサポートから

インスタを
CMのように
流し続ける。

自動投稿することで、
・人の募集
・イベントの告知
・集客
につながります。

ぜひご検討ください。

株式会社AIのアサヒ屋 三宅 耕平｜asahiya-ai.com（ホームページはこちら）
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